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1｡ 織物の仲
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してい

る。 たとえ ば，織物の糸軸にそった方 向への一軸伸長特

性は 被服の寸法安定性に関係し，被服を着用して動作 す

る場合 には， 動作にともなう人 体各部位の変 形によって

織物 には二 次元的 ときには三 次元的 引っ張り変形が生 じ

る。 そして，これら

れなどに直接関係し，また風合い や手 触りなどの感覚的

性能を決定 する要因の一つ でもある。

織物の一軸引っ張り特性はその測定の容易なこ とから

従来から多 くの研究がなされ，一般に破壊特性を示 す値

として用い られてきてい る。しかし，二軸伸長特長は測

定の困難さからその測定例はきわめて少ない。

本報では，織物の一軸伸長特性 と二 軸伸長特性を比較

し，主として伸長の過程お よびその戻 り過程 におけ る伸

長変形時の織物の挙動を明らか にする。

2. 織物の構造主軸方向に，一軸お よび二軸伸長変形

を与えた ときの変形 様式 の違い による織物 の荷重 一伸長

関係を各種の繊維 織物について 実測 する。

3. 織物は不均質な直交異方性物質 であ るため一方向

へ の伸長 と同時 におこ る直角方向 への収縮 の割合 は一定

では なく，こ れらは織物構造 と糸 の伸長特 性お よび 繊維

固有 の特性に依存 する。本 報で は各種の繊維 織物の実測

例について着用時 に生じ る伸長変形 量と対応 させて 考察

する。


